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2.子どもの発達援助

子どもの健康管理、食事の工夫や見直し、健康診断や

歯科検診は計画的に取組んでいる。又、指導計画は保

育過程に基づき適切に作成しているが、環境設定で、

もう少し工夫が必要だと思われる。転居などで保育

サービスを終了した後も、保護者等に対し相談窓口を

設置し、保育の継続性を確保する対応策も必要性だと

感じた。

3.保護者に対する支援

保護者との日常的な情報交換に加えて、今期は自由に

参加できる保育参観を実施し、子どもの発達や育児に

ついて、保護者の方とより一層共通の理解を得られる

ようにする。一方、地域の方へ向けての育児の相談窓

口設置や、園の開放など遅れている面があるので、課

題として取り組んでいく。

4.保育を支える組織的基盤

緊急時、災害時における安全確保については、マニュ

アルの整備や研修を行い、計画的に実行できた。職員

の資質向上について、保育士の労働環境の改善にも配

慮しながら、研修等を積極的に取り入れていきたいと

思う。

開園して１年が経過し、保育所の自己評価を実施いたしました。結果をもとに振り返

り、保育内容に活かし、より一層保育所の組織としての機能を高めていきたいと思いま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年5月25日

自己評価の視点 気付いた事及び課題

1.保育理念

保育園の理念、基本方針は、施設の説明会やホーム

ページで公開しているが、地域の方々や関係機関への

周知が不足している。資料の配布等で、今後の取り組

みとして行う。


